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一　

は
じ
め
に

和
歌
や
物
語
、
管
絃
な
ど
は
、
狂
言
綺
語
と
さ
れ
、
仏
道
修
行
の
妨
げ
と
な
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
管
絃
は
極
楽
浄
土
や

都
率
天
で
奏
で
ら
れ
た
と
さ
れ
、
仏
を
讃
嘆
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
仏
教
と
の
関
わ
り
も
深
か
っ
た
。

た
と
え
ば
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、浄
土
を
観
想
す
る
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
第
六
観
で
あ
る
総
の
観
想
に
は
、「
其
楼
閣
中
、

有
無
量
諸
天
、
作
天
伎
楽
。
又
有
楽
器
、
懸
処
虚
空
、
如
天
宝
幢
、
不
鼓
自
鳴
。
此
衆
音
中
、
皆
説
念
仏
念
法
念
比
丘
僧
」
と
記
さ
れ

（
１
）

、

極
楽
世
界
に
は
美
し
い
音
楽
が
奏
で
ら
れ
、
そ
の
美
し
い
音
色
の
な
か
で
、
皆
が
仏
を
念
じ
、
法
を
念
じ
、
比
丘
僧
を
念
じ
て
い
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
仏
世
界
と
音
楽
と
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、『
仏
説
観
弥
勒
菩
薩
上
生
都

率
天
経
』
に
は
、
弥
勒
菩
薩
の
住
処
と
さ
れ
る
都
率
天
に
つ
い
て
、「
諸
欄
楯
間
自
然
化
―二
生
九
億
天
子
五
百
億
天
女
一
。
一
一
天
子
手
中

化
―二
生
無
量
億
萬
七
寶
蓮
華
一
。
一
一
蓮
華
上
有
二
無
量
億
光
一
。
其
光
明
中
具
二
諸
樂
器
一
。
如
レ
是
天
樂
不
レ
鼓
自
鳴
。
此
聲
出
時
。
諸
女

自
然
執
二
衆
樂
器
一
。
競
起
歌
舞
。」
と
記
さ
れ
て
お
り

（
２
）

、
都
率
天
で
は
、
楽
器
を
演
奏
せ
ず
と
も
美
し
い
音
楽
が
奏
で
ら
れ
、
天
女
達
は

歌
舞
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
都
率
天
も
美
し
い
音
楽
と
深
く
関
連
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、『
當
麻
曼
荼
羅
』
な
ど
、
極
楽

一

往
生
に
お
け
る
音
楽
の
役
割

―
―
『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
五
宿
執　

四
九
八
話
を
中
心
に
―
―由

井

恭

子
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浄
土
を
描
い
た
絵
画
資
料
に
も
、
楽
器
の
演
奏
や
、
舞
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う

（
３
）

。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
音
楽
に
関
連
す
る
説
話
や
物
語
の
場
面
に
は
、
仏
教
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本

稿
で
は
、『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
五
宿
執
・
四
九
八
話
、「
全
舜
法
橋
臨
終
に
木
工
権
守
孝
道
を
招
き
て
万
秋
楽
序
を
聴
く
事
」
に
つ
い
て
、

音
楽
の
持
つ
意
味
や
役
割
を
考
え
、
読
み
説
い
て
い
き
た
い
。

二　

万
秋
楽
と
弥
勒
信
仰

『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
五
宿
執
・
四
九
八
話
に
、「
全
舜
法
橋
臨
終
に
木
工
権
守
孝
道
を
招
き
て
万
秋
楽
序
を
聴
く
事
」
と
い
う
説
話
が

収
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
本
文
を
掲
げ
る

（
４
）

。

行
願
寺
に
、
全
舜
法
橋
と
い
ふ
物
あ
り
け
り
。
鞠
足
・
箏
ひ
き
な
り
け
り
。
ゆ
ゝ
し
き
す
き
も
の
に
て
侍
け
る
が
、
不
食
の
所
労
お

も
り
て
、
既
に
命
終
の
期
に
な
り
て
、
木
工
権
守
孝
道
朝
臣
の
も
と
使
者
を
や
り
て
い
ひ
け
る
は
、「
所
労
大
事
に
ま
か
り
な
り
て
、

命
旦
暮
に
あ
り
。
い
ま
一
度
見
参
に
入
て
、
よ
み
ぢ
や
す
く
ま
か
ら
ば
や
。
御
渡
あ
り
な
ん
や
」
と
い
へ
り
け
れ
ば
、
孝
道
朝
臣
、

則
は
せ
き
た
ら
れ
に
け
り
。
対
面
し
て
、「
心
に
か
ゝ
り
た
る
事
候
て
申
侍
つ
る
也
。
万
秋
楽
の
序
の
き
ゝ
た
く
侍
な
り
。
此
邊
に

も
管
絃
者
は
候
へ
ど
も
、
お
な
じ
く
は
御
琵
琶
に
て
聴
聞
つ
か
う
ま
つ
り
た
き
也
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
則
琵
琶
尋
い
だ
し
て
弾
ぜ
ら

れ
け
り
。
病
者
、
み
づ
か
ら
善
知
識
の
前
な
る
磬
を
と
り
て
、
太
鼓
の
つ
ぼ
に
打
あ
て
ゝ
、
涙
を
な
が
し
つ
ゝ
き
ゝ
ゐ
た
り
け
り
。

さ
て
す
な
わ
ち
を
は
り
け
る
、
あ
は
れ
な
り
け
る
事
也
。

本
説
話
は
、
蹴
鞠
、
箏
弾
き
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
全
舜
の
最
期
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
説
話
の
概
要
を
以
下
に
ま
と
め
た
。

・
行
願
寺
の
全
舜
法
橋
は
蹴
鞠
と
箏
が
得
意
な
数
寄
者
で
あ
っ
た
。

・
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
と
き
、
孝
道
の
元
に
使
者
を
送
り
、
「
も
う
一
度
会
い
た
い
か
ら
来
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
し
た
。 二
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・
孝
道
は
慌
て
て
や
っ
て
き
た
。

・
全
舜
は
孝
道
に
「
万
秋
楽
の
序
を
聞
き
た
い
。
こ
の
付
近
に
も
管
絃
者
は
い
る
が
、
琵
琶
で
聴
聞
し
た
い
」
と
希
望
を
述
べ
る
。

・
孝
道
は
琵
琶
で
万
秋
楽
の
序
を
演
奏
す
る
。

・
全
舜
は
磬
を
打
ち
、
涙
を
流
し
て
孝
道
の
琵
琶
を
聴
き
、
亡
く
な
っ
た
。

ま
ず
登
場
人
物
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
全
舜
法
橋
は
、「
鞠
足
・
箏
ひ
き
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
承
元
御
鞠
記
』
で
は
、
承
元
二

（
一
二
〇
八
）
年
、
前
大
相
国
頼
実
邸
に
後
鳥
羽
上
皇
が
臨
幸
し
催
さ
れ
た
蹴
鞠
の
宴
で
、
全
舜
は
蹴
鞠
を
し
た
人
物
と
し
て
名
前
が
残

さ
れ
て
い
る

（
５
）

。
続
い
て
「
箏
ひ
き
」
に
つ
い
て
は
、『
箏
相
承
系
図
』
に
、
相
少
納
言
宗
綱
の
弟
子
と
し
て
全
舜
の
名
が
残
る
。
同
じ
宗

綱
の
弟
子
と
し
て
、
茂
仁
王
（
以
仁
王
）
と
殷
富
門
院
帥
局
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
６
）

。
こ
の
よ
う
に
、
全
舜
が
鞠
と
箏
を
よ
く
し
て
い
た
こ

と
は
、
当
時
の
記
録
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

つ
ぎ
に
孝
道
で
あ
る
が
、
藤
原
孝
道
は
琵
琶
西
流
の
祖
で
あ
り
、
琵
琶
の
名
手
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
逸
話
は
孝
道
の
息
孝

時
の
弟
子
隆
円
が
著
し
た
『
文
机
談
』
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
。
本
説
話
は
『
古
今
著
聞
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
古
今
著
聞
集
』

は
、
孝
道
の
息
孝
時
の
弟
子
橘
成
季
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
琵
琶
西
流
に
関
す
る
説
話
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
本
説
話
の
取

材
元
と
も
近
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
孝
道
の
生
存
年
は
、
仁
安
元
（
一
一
六
六
）
年
か
ら
嘉
禎
三
（
一
二
三
七
）
年
で
あ
り

（
７
）

、
全
舜
が

承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
の
蹴
鞠
の
会
に
出
席
し
た
こ
と
や
、
箏
の
兄
弟
弟
子
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
以
仁
王
の
生
存
年
が
、
仁
平

元
（
一
一
五
一
）
年
か
ら
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
で
あ
る
こ
と

（
８
）

を
鑑
み
て
も
、
孝
道
と
全
舜
は
同
時
代
の
人
物
と
考
え
て
間
違
い
な
い

で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
本
説
話
で
は
、
全
舜
の
命
が
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
、
孝
道
を
呼
び
、
万
秋
楽
の
序
の
演
奏
を
依
頼
す
る
。
こ
こ
で
は
、

万
秋
楽
が
ど
の
よ
う
な
曲
な
の
か
確
認
し
て
い
き
た
い
。
万
秋
楽
に
つ
い
て
は
、
以
前
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、
な
る
べ
く
簡
潔
に

ま
と
め
て
い
き
た
い

（
９
）

。

ま
ず
、
琵
琶
の
秘
曲
は
、
流
泉
、
啄
木
、
楊
真
操
の
三
曲
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
曲
は
、
師
匠
か
ら
秘
曲
伝
受
さ
れ
な
け
れ
ば
、
演
奏
す

三
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る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
万
秋
楽
も
、
こ
の
三
曲
に
つ
ぐ
秘
曲
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

『
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成
』
に
は
、
万
秋
楽
の
伝
受
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
紹
介
し
た
い
。
建
久
三
（
一
一
九
二
）
年
か
ら
正

和
二
（
一
三
一
二
）
年
の
、
琵
琶
秘
曲
伝
授
の
記
録
を
集
め
た
部
類
記
で
あ
る

『
琵
琶
秘
曲
伝
受
記
』
に
は
、

同
記

後
高
倉
法
皇

建
久
五
年
三
月
一
日
、
家
君（

藤
原
実
宗
）

令
奉
授
石
上
流
泉
於
今
宮
［
守
貞
親
王
］、
予
亦（

藤
原
公
定
）

書
譜
所
進
上
也
、
同
四
月
一
日
、
奉
授
万
秋
楽
於
今
宮
、

［
書
進
要
略
、
鳳
旋
調
巻
］

と
記
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
同
記
と
は
『
公
定
卿
記
』
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
建
久
五
（
一
一
九
四
）
年
三
月
一
日
に
、
藤
原
実

宗
が
守
貞
親
王
（
後
高
倉
法
皇
）
に
石
上
流
泉
を
、
翌
四
月
一
日
に
、
万
秋
楽
を
伝
授
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
万
秋
楽

も
秘
曲
伝
授
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
同
じ
く
、『
琵
琶
秘
曲
伝
受
記
』
に
は

同
御
記

十
三
日
、［
庚
午
］ 

、
行
向
孝
頼
許
［
直
衣
、
前
駆
一
人
、
衛
府
長
等
相
具
之
］
比
巴
間
事
三
曲
［
楊
真
操
・
流
泉
・
上
原
・
啄
木
］

并
慈
尊
万
秋
楽
、
清
調
々
、
懸
琵
琶
之
間
条
々
、
至
口
伝
委
習
之
畢
、
入
夜
帰
畢

と
も
記
さ
れ
て
い
る）

11
（

。こ
の
、同
御
記
は『
故
入
道
太
政
大
臣
殿
御
記（
西
園
寺
実
兼
記
）』で
あ
り
、こ
の
秘
曲
伝
授
は
、文
永
九（
一
二
七
二
）

年
五
月
十
三
日
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
記
録
か
ら
は
、
西
園
寺
実
兼
が
藤
原
孝
頼
か
ら
、
楊
真
操
、
流
泉
、
上
原
石
上
流
泉
、
啄
木
と
と

も
に
、
慈
尊
万
秋
楽
を
習
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
孝
頼
は
、
琵
琶
西
流
を
受
け
継
い
だ
者
で
、
孝
時
の
子
、
孝
道
の
孫
で
あ
る
。
孝

頼
が
慈
尊
万
秋
楽
の
秘
曲
伝
授
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
当
然
な
が
ら
琵
琶
西
流
の
家
に
は
、
万
秋
楽
の
秘
曲
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
万
秋
楽
は
、
琵
琶
秘
曲
三
曲
と
と
も
に
、
秘
曲
と
し
て
扱
わ
れ
た
曲
目
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
琵
琶
西
流

四
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孝
頼
に
よ
る
秘
曲
伝
授
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
琵
琶
西
流
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
秘
曲
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
南
都
楽
人
の
狛
近
真
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
天
福
元
（
一
二
三
三
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
教
訓
抄
』
に
は
、
都
率
天
内
院
で
万

秋
楽
が
演
奏
さ
れ
て
い
る
と
い
う
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る）

12
（

。

『
教
訓
抄
』
巻
七　

舞
曲
源
物
語

凡
ソ
舞
曲
ノ
源
ヲ
タ
ヅ
ヌ
ル
ニ
、仏
世
界
［
ヨ
リ
］
始
テ
、天
上
人
中
ニ
、シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
妓
楽
雅
楽
ヲ
奏
デ
、三
宝
ヲ
供
養
シ
奉
テ
、

妓
楽
快
楽
ス
ル
業
ナ
ル
ベ
シ
。
サ
レ
バ
、
カ
ノ
世
界
ニ
ハ
、
タ
ノ
シ
ミ
ノ
ミ
ア
リ
テ
、
ク
ル
シ
ミ
ナ
キ
故
ニ
、
吹
風
立
波
、
鳥
ケ
ダ

モ
ノ
ニ
イ
タ
ル
マ
デ
、 ［
タ
ヘ
ナ
ル
］
コ
ト
バ
、
妓
楽
ヲ
唱
ヘ
歌
舞
ヲ
乙
テ
、
諸
ノ
仏
菩
薩
ヲ
讃
歎
シ
奉
ナ
リ
。
シ
カ
ラ
バ
、
ソ
ノ

道
ニ
イ
タ
ラ
ン
輩
ハ
、
コ
ノ
心
ヲ
フ
カ
ク
タ
ノ
ミ
テ
、
信
心
ヲ
イ
タ
ラ
シ
テ
、
道
ヲ
イ
ト
ナ
ム
ベ
キ
ナ
リ
。
其
証
少
々
申
候
ベ
シ
。

安
養
浄
土
ニ
ハ
、
ト
コ
シ
ナ
ヘ
ニ
、
妓
楽
ヲ
奏
シ
テ
、
菩
薩
ノ
曲
ヲ
ツ
ク
ス
。
迦
陵
賓
賀
苦
空
無
［
我
］
ノ
囀
、
ヲ
コ
タ
ル
コ
ト
ナ

シ
。
都
率
［
ノ
］
内
院
ニ
ハ
、
常
ニ
『
慈
尊
万
秋
楽
』
ヲ
奏
デ
、
聖
衆
当
来
ノ
導
師
ヲ
、
ホ
メ
タ
テ
マ
ツ
ル
。
天
上
世
界
ニ
ハ
、『
霓

裳
羽
衣
ノ
曲
』
ヲ
乙
テ
、
五
妙
ノ
音
楽
コ
ク
ウ
ニ
ミ
チ
タ
リ
。
イ
カ
ニ
メ
デ
タ
カ
ル
ラ
ン
ト
、
随
喜
シ
テ
、
カ
ノ
世
界
ニ
生
ト
、
願

ヲ
ヲ
コ
ス
ベ
シ
。

（
中
略
）

堀
河
左
府
俊
房
、『
慈
尊
万
秋
楽
』
ヲ
常
ニ
奏
給
シ
ユ
ヘ
ニ
、
臨
終
ノ
時
、
彼
楽
耳
ニ
聞
テ
、
内
院
ノ
迎
ヲ
エ
タ
マ
ヘ
リ
。［
此
大
臣

ノ
往
生
時
『
絃
歌
万
秋
楽
』
空
中
ニ
聞
キ
］

こ
こ
で
は
、
仏
世
界
で
は
妓
楽
雅
楽
が
奏
で
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
妓
楽
の
演
奏
と
と
も
に
歌
舞
が
奏
で
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
都
率
天
内
院
で
は
慈
尊
万
秋
楽
が
奏
で
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
堀
河
俊
房
が
慈
尊
万
秋
楽
を
常
に
演
奏
し
て
い

た
た
め
、
そ
の
功
徳
に
よ
り
都
率
天
内
院
に
往
生
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
又
、
都
率
往
生
の
際
に
聞
こ
え
た
音
楽
は
「
絃
歌
万
秋
楽
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
未
来
仏
で
あ
る
弥
勒
菩
薩
の
住
処
と
し
て
知
ら
れ
る
都
率
天
と
、
万
秋
楽
の
深
い
関
係
が
う

か
が
え
る

五



大
正
大
學
研
究
紀
要

　
第
一
〇
五
輯

46

同
じ
く
『
教
訓
抄
』
に
は
、
こ
の
他
に
も
万
秋
楽
に
つ
い
て
の
伝
承
や
、
万
秋
楽
の
異
名
が
残
っ
て
い
る）

11
（

。

『
教
訓
抄
』
巻
二　

万
秋
楽

堀
河
左
大
臣
、臨
終
ノ
時
、『
慈
尊
来
迎
楽
』
ヲ
聞
テ
、都
率
［
ニ
］
往
生
シ
給
ヘ
リ
。
実
忠
和
尚
ハ
、『
唱
歌
万
秋
楽
』、室
ニ
聞
ヘ
テ
、

聖
衆
来
迎
ヲ
得
給
ヘ
リ
。
争
カ
此
曲
ヲ
シ
ラ
ン
輩
、
上
生
内
院
ノ
臨
ウ
タ
ガ
イ
侍
ベ
キ
ヤ
。
予
臨
終
ノ
時
、
必
可
レ
奏
二
此
曲
一
。
念

仏
ノ
中
ニ
モ
自
ラ
之
声
歌
、
欲
レ
遂
二
往
生
之
願ヲ
一
矣
。

『
万
秋
楽
』
異
名

大
和
万
秋
楽　

金
商
万
秋
楽　

慈
尊
万
秋
楽

慈
尊
来
迎
楽　

曼
荼
万
秋
楽　

絃
歌
万
秋
楽

元
老
万
秋
楽　

唱
歌
万
秋
楽　

神
仙
万
秋
楽

仙
歌
万
秋
楽　

見
仏
聞
法
楽　

慈
尊
不
徳
楽

菩
提
樹
下
楽　

慈
尊
楽　
　
　

出
世
成
道
楽

已
上
、
十
五
名 

［
或
書
注
レ
之
。
不
審
無
レ
極
、
可
尋
］

知
足
院
禅
定
殿
下
ノ
御
説
云
、「
竜
花
三
会
曲
、
出
世
成
道
ノ
説
。
謂
二
之
弥
勒
仏
説
一
也
。（
中
略
）
如
レ
此
ワ
カ
チ
テ
、
内
院
ニ
ハ

奏
ナ
ル
ベ
シ
。
又
、
九
品
ノ
浄
土
ニ
ワ
カ
チ
タ
ラ
ム
モ
、
目
出
カ
リ
ナ
ム
」
ト
ゾ
、
被
レ
仰
ケ
ル
。（
中
略
）

狛
光
近
、
保
元
、
妓
女
ノ
舞
ヲ
授
ル
記
。

序
一
帖
、
拍
子
廿
六
。
序
ノ
終
ニ
居
タ
リ
。

破
二
帖
、
拍
子
各
十
八
、一
・
二
帖
ナ
リ
。
第
九
拍
子
、
加
二
三
拍
子
一
。
終
居
タ
リ
。

急
二
帖
、
拍
子
各
十
八
、五
・
六
帖
ナ
リ
。
第
六
帖
、
第
三
拍
子
、
前
ヘ
走
ル
。
第
八
拍
子
ヨ
リ
、
加
二
三
度
拍
子
一
終
居
タ
リ
。

コ
レ
モ
、
少
納
言
入
道
通
憲
、
弥
勒
講
ニ
表
ス
ル
竜
花
三
会
説
ト
ア
リ
。
此
説
モ
ワ
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
ト
見
タ
リ
。
然
者
、
今
ノ
説
、

雖
レ
為
二
自
由ノ
一
、
ア
ト
ア
ル
事
ニ
テ
侍
ナ
リ
。

六
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『
教
訓
抄
』
巻
二
は
、「
嫡
家
相
伝
舞
曲
物
語    

大
曲
等
」
と
、
見
出
し
が
付
さ
れ
て
い
て
、
左
舞
の
家
で
あ
っ
た
狛
氏
の
伝
承
を
記
し

て
い
る
。
そ
の
中
に
、
堀
河
左
大
臣
と
実
忠
和
尚
の
臨
終
の
際
、
万
秋
楽
が
聞
こ
え
二
人
と
も
都
率
天
に
往
生
し
た
と
す
る
伝
承
が
あ

る
。
続
い
て
、
万
秋
楽
の
異
名
が
十
五
も
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
は
、「
慈
尊
万
秋
楽
」「
慈
尊
来
迎
楽
」「
慈
尊
不
徳
楽
」「
慈
尊

楽
」
な
ど
の
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
と
関
係
の
あ
る
異
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
作
者
近
真
の
叔
父
に
あ
た
る
狛
光
近
が
、
保
元

（
一
一
五
六
～
一
一
五
九
）
年
頃
、
万
秋
楽
の
舞
を
、
内
教
坊
の
妓
女
達
に
教
え
た
と
す
る
。
内
教
坊
は
、
藤
原
通
憲
が
こ
の
時
代
に
復

活
さ
せ
た
、
宮
廷
音
楽
を
司
る
公
の
機
関
で
あ
る
。
音
楽
や
舞
に
携
わ
っ
た
の
が
、
女
性
達
で
あ
っ
た
の
が
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し

て
、「
万
秋
楽
」
は
、通
憲
が
、弥
勒
講
を
催
す
際
に
演
奏
さ
れ
た
よ
う
で
「
竜
花
三
会
説
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
伝
承
は
、

作
者
の
叔
父
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
信
憑
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

琵
琶
西
流
藤
原
孝
時
の
弟
子
で
あ
っ
た
隆
円
が
記
し
た
『
文
机
談
』
に
も
、「
万
秋
楽
」
と
弥
勒
信
仰
の
関
わ
り
を
示
す
説
話
が
残
さ

れ
て
い
る）

14
（

。

『
文
机
談
』
第
一
冊
巻
二    

慈
尊
曲
事

こ
と
に
万
秋
楽
を
秘
愛
し
て
、
箏
譜
の
を
く
が
き
に
ち
か
ひ
給
ひ
け
る
む
ね
こ
そ
い
み
じ
く
あ
は
れ
に
も
う
け
給
は
れ
。「
我
必
滅

の
ゝ
ち
、
生
を
他
界
に
な
つ
く
と
も
、
願
は
く
は
譜
の
う
ち
の
虫
と
な
り
て
な
が
く
此
の
曲
を
守
護
す
べ
し
」
と
ぞ
か
き
つ
け
た
ま

ひ
け
る
。
桂
大
納
言
の
記
に
は
、
か
の
願
す
で
に
成
じ
て
都
率
の
内
院
に
う
ま
れ
給
ふ
よ
し
、
夢
の
つ
げ
あ
り
と
申
し
置
き
給
ふ
と

か
や
承
れ
ど
も
、
隆
円
、
れ
い
の
記
録
に
う
す
き
身
な
れ
ば
実
否
は
し
り
侍
ら
ず
。

こ
れ
は
、
博
雅
三
位
の
説
話
で
あ
る
が
、
万
秋
楽
を
秘
愛
し
て
箏
譜
に
「
死
後
も
譜
の
虫
と
な
り
、
こ
の
曲
を
守
護
す
る
」
と
誓
い
を
立

て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
桂
大
納
言
の
記
に
「
願
い
が
叶
い
、
都
率
の
内
院
に
生
ま
れ
な
さ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る

旨
が
残
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
都
率
往
生
や
龍
花
三
会
な
ど
、
弥
勒
菩
薩
に
関
す
る
音
楽
と
し
て
「
万
秋
楽
」
が
人
々
に
認
識
さ
れ
て
い
た
考
え
ら

れ
る
。

七
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時
代
は
下
る
が
、
豊
原
統
秋
が
編
纂
し
た
『
體
源
鈔
』
巻
二
に
も
、「
万
秋
楽
」
と
弥
勒
信
仰
を
結
び
つ
け
る
説
話
が
残
さ
れ
て
い
る）

15
（

。

私
云
、
此
楽
ノ
因
縁
や
ご
と
な
き
妙
音
の
楽
也
。
其
謂
者
都
卒
内
院
に
弥
勒
佛
住
し
給
て
三
會
の
暁
を
ま
た
せ
給
間
、
菩
薩
金
商
万

秋
楽
を
奏
し
給
と
な
り
、
波
羅
門
僧
上
実
忠
和
尚
直
に
参
詣
し
て
、
傳
来
ら
れ
侍
旨
歟
。
天
上
世
界
を
思
ひ
や
り
て
可
吹
よ
し
故
人

申
置
侍
事
實
也
。

と
記
さ
れ
、
都
率
の
内
院
で
、
弥
勒
菩
薩
が
人
々
に
三
会
の
暁
を
待
た
せ
る
間
、
金
商
万
秋
楽
を
奏
で
て
い
る
と
す
る
。『
體
源
鈔
』
の

編
纂
さ
れ
た
十
六
世
紀
に
も
、
万
秋
楽
は
都
率
天
の
音
楽
と
し
て
、
人
々
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
説
話
に
お
い
て
、
全
舜
が
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
孝
道
を
呼
び
寄
せ
、
万
秋
楽
の
序
の
演
奏
を
依

頼
し
た
背
景
に
は
、
弥
勒
信
仰
が
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
。

三　

往
生
に
お
け
る
音
楽
の
役
割

第
二
章
で
は
、『
古
今
著
聞
集
』
の
説
話
に
つ
い
て
概
要
を
ま
と
め
、
そ
こ
で
奏
で
ら
れ
た
万
秋
楽
が
琵
琶
の
秘
曲
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
の
秘
曲
を
琵
琶
西
流
が
伝
承
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
万
秋
楽
は
、
弥
勒
信
仰
と
関
わ
り
の
深
い
曲
と
し
て
人
々
に
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
章
で
は
、
本
説
話
で
孝
道
が
善
知
識
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
考
え
て

い
き
た
い
。

善
知
識
と
は
、
仏
道
に
導
く
僧
侶
の
こ
と
で
あ
る
。
臨
終
の
際
に
は
、
経
文
を
唱
え
た
り
、
念
仏
を
勧
め
た
り
し
て
、
浄
土
へ
の
往
生

を
引
導
す
る
役
割
を
果
た
す
者
も
多
い
。
そ
の
様
子
は
文
学
作
品
に
も
多
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
、『
今
昔

物
語
集
』
巻
十
五
の
往
生
譚
か
ら
、
源
信
僧
都
の
母
が
往
生
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る）

11
（

の
で
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
き
た
い
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
五 

源
信
僧
都
母
尼
往
生
語
第
三
十
九

八
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九

（
前
略
）
僧
都
ノ
云
ク
、「
念
仏
ハ
申
シ
給
ヘ
ヤ
」
ト
。
尼
君
、「
心
ニ
ハ
申
サ
ム
ト
思
ヘ
ド
モ
、
力
無
キ
ニ
合
セ
テ
、
勧
ム
ル
人
ノ

無
キ
也
」
ト
云
ヘ
バ
、
僧
都
貴
キ
事
共
ヲ
云
ヒ
聞
セ
ツ
ヽ
念
仏
ヲ
勧
ム
レ
バ
、
尼
君
懃
ニ
道
心
ヲ
発
シ
テ
、
念
仏
ヲ
一
二
百
返
許
唱

フ
ル
程
ニ
、
暁
方
ニ
成
テ
消
入
ル
様
ニ
テ
失
ヌ
レ
バ
、
僧
都
ノ
云
ク
、「
我
レ
、
不
来
ザ
ラ
マ
シ
カ
バ
、
尼
君
ノ
臨
終
ハ
此
ク
ハ
無

カ
ラ
マ
シ
。
我
レ
祖お

や

子こ

ノ
機
縁
深
ク
シ
テ
、
来
リ
値
テ
、
念
仏
ヲ
勧
メ
テ
道
心
ヲ
発
シ
テ
、
念
仏
ヲ
唱
ヘ
テ
失
セ
給
ヒ
ヌ
レ
バ
、
往

生
ハ
疑
ヒ
無
シ
。
況
ヤ
我
レ
ヲ
聖
ノ
道
ニ
勧
メ
入
レ
給
ヘ
ル
志
ニ
依
テ
、
此
ク
終
リ
ハ
貴
ク
テ
失
給
フ
也
。
然
レ
バ
、
祖
ハ
子
ノ
為
、

子
ハ
祖
ノ
為
ニ
無
限
カ
リ
ケ
ル
善
知
識
カ
ナ
」
と
云
テ
ゾ
、
僧
都
涙
ヲ
流
シ
テ
横
川
ニ
ハ
返
タ
リ
ケ
ル
。（
以
下
、
省
略
）

こ
の
よ
う
に
、
臨
終
の
場
面
で
僧
侶
が
経
文
を
説
き
、
念
仏
を
勧
め
る
な
ど
引
導
を
す
る
場
面
が
、
説
話
に
は
散
見
さ
れ
る
。
同
じ
く

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
五
・
四
十
六
話
に
は
、
都
率
往
生
の
話
が
残
さ
れ
て
い
る）

11
（

。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
五 
長
門
国
阿
武
大
夫
往
兜
率
語
第
四
十
六

（
前
略
）
阿
武
ノ
大
夫
年
来
ノ
悪
行
ヲ
忘
レ
テ
、
道
心
ヲ
発
テ
、
頭
ヲ
剃
テ
僧
ト
成
ヌ
。
名
ヲ
修
覚
ト
云
フ
。
其
ノ
後
法
花
経
ヲ
受

ケ
習
テ
、
心
ヲ
至
シ
テ
日
夜
ニ
読
誦
シ
ケ
リ
。「
此
ノ
世
ハ
益
無
キ
所
也
ケ
リ
。
偏
ニ
後
世
ノ
菩
提
ヲ
願
ハ
ム
」
ト
思
取
テ
、
永
ク

悪
ヲ
断
チ
善
ヲ
修
ス
ル
間
、
年
老
テ
臨
デ
、
遂
ニ
命
終
ラ
ム
ト
為
ル
時
、 

数あ
ま
たノ

僧
ヲ
請
ジ
テ
、
法
花
経
ヲ
令て

ん
ど
く
せ
し

転
読
メ
、
自
ラ
モ
亦
法

花
経
ヲ
誦
シ
テ
失
ニ
ケ
リ
。

其
ノ
後
、一
ノ
僧
ノ
夢
ニ
、彼
ノ
修
覚
入
道
形
チ
不
衰
ズ
、衣
服
直
ク
シ
テ
、僧
ニ
語
リ
云
ク
、「
我
レ
、法
花
経
ヲ
読
誦
セ
シ
力
ニ
依
テ
、

今
兜
率
天
上
ニ
生
レ
ヌ
」
ト
云
フ
、
ト
見
ケ
リ
。

殺
生
な
ど
悪
事
を
尽
く
し
た
が
、
道
心
を
発
し
『
法
花
経
』
を
読
誦
す
る
日
々
を
送
っ
て
い
た
、
阿
武
ノ
大
夫
の
臨
終
場
面
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
臨
終
に
お
い
て
、
僧
を
請
じ
て
『
法
花
経
』
を
転
読
さ
せ
、
自
分
も
『
法
花
経
』
を
読
誦
し
な
が
ら
亡
く
な
り
、
後
日
、
都
率
天

に
往
生
し
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
臨
終
の
際
、
僧
侶
を
請
じ
、
経
や
念
仏
な
ど
で
引
導
し
て
も
ら
い
、
極
楽
浄
土
や
都
率
天

へ
の
往
生
を
望
む
姿
が
確
認
で
き
る
。『
今
昔
物
語
集
』
だ
け
で
は
な
く
、
第
二
章
で
も
あ
げ
た
が
、『
教
訓
抄
』『
文
机
談
』
に
も
、
都

率
往
生
の
話
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
描
か
れ
た
中
世
は
、
往
生
す
る
場
所
と
し
て
、
西
方
浄
土
だ
け
で
は
な
く
弥
勒
菩
薩
の
住
処
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で
あ
る
都
率
天
も
意
識
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、『
文
机
談
』
に
は
、
孝
道
の
臨
終
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
場
面
を
確
認
し
よ
う）

11
（

。

『
文
机
談
』
第
五
冊　

孝
道
臨
終
事

い
た
わ
り
も
き
う
に
な
り
け
れ
ば
、
妻
子
す
べ
て
女
の
た
ぐ
ひ
は
ま
へ
に
よ
せ
ず
、「
女
は
う
き
物
也
」
と
ぞ
申
し
け
る
。
又
「
善

知
識
よ
し
な
し
、
法
深
房
か
ね
う
ち
て
念
仏
す
ゝ
む
べ
し
、
孝
行
水
い
る
ゝ
や
く
を
つ
と
め
よ
」
と
い
ふ
。
期
ち
か
く
な
り
け
れ
ば
、

両
息
ゆ
い
ご
ん
を
た
が
へ
ず
、
か
ね
を
う
つ
、
又
水
を
す
ゝ
む
。
頭
北
、
西
面
に
ふ
し
て
、
手
を
む
ね
の
う
ゑ
に
合
掌
す
。

五
ヶ
口
伝

か
く
の
ご
と
く
し
て
し
ば
ら
く
あ
り
て
、
ま
た
合
掌
を
み
だ
り
て
、
手
を
さ
ま
〴
〵
に
う
ご
か
す
事
あ
り
。
こ
れ
を
み
る
に
最
秘
の

あ
や
つ
り
と
み
ゆ
。
法
深
、
く
ち
に
は
光
明
真
言
を
み
て
ゝ
、
孝
行
を
ひ
き
て
い
は
く
、「
こ
の
事
み
給
へ
り
や
、
子
細
あ
る
事
也
。

御
こ
ゝ
ろ
に
か
ゝ
る
事
の
侍
る
や
ら
ん
」
と
て
、
孝
時
、
耳
に
さ
し
よ
り
て
、「
最
秘
の
曲
、
五
ヶ
の
口
伝
、
と
（
も
）
に
孝
時
、

孝
行
給
は
り
候
ひ
に
き
。
御
こ
ゝ
ろ
や
す
く
思
し
食
す
べ
し
」
と
い
ひ
き
か
す
。
又
「
い
ま
は
他
事
な
く
御
念
仏
あ
れ
」
と
申
し
き

か
せ
け
れ
ば
、
そ
の
と
き
う
な
づ
き
て
、
孝
時
と
孝
行
と
ふ
た
り
が
手
を
と
り
合
せ
て
、
お
の
〳
〵
一
心
な
る
べ
き
よ
し
の
気
色
み

え
け
れ
ば
、
法
深
も
孝
行
も
な
み
だ
を
な
が
し
て
、
ゆ
め
〳
〵
隔
心
あ
る
ま
じ
き
よ
し
を
、
た
が
へ
に
父
に
申
し
き
か
せ
を
は
り
に

き
。
則
ち
こ
ゝ
ろ
よ
く
う
な
づ
き
て
、
そ
の
後
は
手
を
み
だ
ら
ず
し
て
い
き
た
へ
、
ま
な
こ
と
ぢ
に
け
り
。
を
や
の
こ
を
お
も
ふ
な

ら
ひ
、
ま
こ
と
に
あ
は
れ
也
と
い
へ
ど
も
、
こ
の
執
心
、
い
ま
は
の
と
き
ま
で
も
あ
ら
は
れ
侍
る
事
、
あ
は
れ
な
る
事
ど
も
也
。

臨
終
の
際
に
、
孝
道
は
妻
子
を
含
め
女
を
遠
ざ
け
、
善
知
識
（
僧
侶
）
は
必
要
な
い
と
し
、
孝
時
に
鐘
を
打
ち
念
仏
を
勧
め
る
役
を
、
孝

行
に
水
を
勧
め
る
役
を
務
め
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
孝
時
、
孝
行
は
指
示
さ
れ
た
と
お
り
に
実
践
し
、
孝
道
は
合
掌
し
た
が
、
そ
の
手
が

乱
れ
、
琵
琶
最
秘
曲
の
「
五
ヶ
の
口
伝
」
を
息
子
二
人
に
伝
授
す
る
。
伝
授
が
終
わ
っ
た
後
、
孝
時
に
念
仏
を
勧
め
ら
れ
、
孝
道
は
亡
く

な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
孝
道
が
臨
終
の
際
に
、
善
知
識
（
僧
）
を
必
要
と
せ
ず
、
息
子
二
人
に
引
導
の
役
を
さ
せ
、
最
後
に
最
秘
曲
を
伝

授
す
る
の
で
あ
る
。
本
説
話
の
主
眼
は
、
臨
終
に
お
い
て
も
琵
琶
の
秘
曲
を
伝
授
し
よ
う
と
す
る
孝
道
の
執
心
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

一
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う
。
し
か
し
、
臨
終
の
際
に
善
知
識
と
し
て
僧
を
呼
ば
ず
、
自
ら
息
子
に
鐘
を
打
た
せ
念
仏
を
勧
め
る
役
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
音

楽
家
は
、
僧
を
呼
ば
ず
と
も
自
分
た
ち
が
引
導
の
役
を
果
た
せ
る
と
認
識
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章
冒
頭
に
掲
げ
た
『
古
今
著
聞
集
』
の
説
話
で
は
、
孝
道
が
善
知
識
と
な
り
全
舜
の
往
生
を
助
け
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、
僧
侶

が
経
典
を
説
く
よ
う
に
、
孝
道
が
万
秋
楽
を
弾
く
こ
と
に
よ
り
、
都
率
天
へ
の
往
生
を
引
導
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。四　

往
生
講
と
音
楽

第
三
章
で
は
、
臨
終
の
際
に
、
僧
侶
が
経
典
や
念
仏
を
説
く
よ
う
に
、
楽
人
が
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
で
往
生
を
助
け
る
、
善
知
識
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
第
四
章
で
は
、
音
楽
に
よ
り
往
生
を
願
う
思
想
世
界
を
確
認
し
た
い
。

和
歌
や
歌
舞
は
、
往
生
の
妨
げ
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
梁
塵
秘
抄
』
を
編
纂
し
た
後
白
河
院
の
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』

巻
十
に
は
、
今
様
を
一
心
に
歌
う
こ
と
で
往
生
を
遂
げ
る
、
今
様
往
生
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る）

11
（

。

我
が
身
、
五
十
余
年
を
過
ご
し
、
夢
の
ご
と
し
、
幻
の
ご
と
し
。
す
で
に
半
ば
は
過
ぎ
に
た
り
。
今
は
よ
ろ
づ
を
抛
げ
棄
て
て
、
往

生
極
楽
を
望
ま
む
と
思
ふ
。
た
と
ひ
ま
た
、
今
様
を
歌
ふ
と
も
、
な
ど
か
蓮
台
の
迎
へ
に
与
か
ら
ざ
ら
む
。

そ
の
故
は
、
遊
女
の
た
ぐ
ひ
、
舟
に
乗
り
て
波
の
上
に
浮
び
、
流
れ
に
棹
を
さ
し
、
着
物
を
飾
り
、
色
を
好
み
て
、
人
の
愛
念
を
好

み
、
歌
を
歌
ひ
て
も
、
よ
く
聞
か
れ
ん
と
思
ふ
に
よ
り
、
外
に
他
念
な
く
て
、
罪
に
沈
み
て
菩
提
の
岸
に
い
た
ら
む
こ
と
を
知
ら
ず
。

そ
れ
だ
に
、
一
念
の
心
お
こ
し
つ
れ
ば
往
生
し
に
け
り
。
ま
し
て
我
ら
は
、
と
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
。
法
文
の
歌
、
聖
教
の
文
に
離
れ
た

る
こ
と
な
し
。

法
華
経
八
巻
が
軸
々
、
光
を
放
ち
放
ち
、
二
十
八
品
の
一
々
の
文
字
、
金
色
の
仏
に
ま
し
ま
す
。
世
俗
文
字
の
業
、
翻
し
て
讃
仏
乗

一
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の
因
、
な
ど
か
転
法
輪
と
な
ら
ざ
ら
む
。

こ
こ
で
は
、
後
白
河
院
が
、
今
様
を
一
念
に
歌
う
こ
と
に
よ
り
、
極
楽
往
生
を
強
く
信
じ
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
今
様
は
法
門
の
歌
や

聖
教
の
文
を
歌
っ
た
も
の
も
多
く
、そ
れ
ら
の
経
文
の
内
容
を
歌
う
今
様
が
経
典
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
た
様
子
が
見
ら
れ
る
。

『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
に
描
か
れ
た
今
様
の
他
に
も
、
音
楽
を
往
生
の
助
け
と
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、『
順
次
往
生
講
式
』
が
挙
げ
ら
れ

る）
21
（

。『
順
次
往
生
講
式
』
は
、
比
叡
山
の
僧
真
源
に
よ
っ
て
、
永
久
二
（
一
一
一
四
）
年
に
成
立
し
た
。
述
意
門
（
序
）・
正
脩
門
・
廻
向
門

（
結
び
）
の
三
門
か
ら
な
り
、、
講
式
の
中
心
で
あ
る
正
脩
門
は
九
段
に
分
か
れ
て
い
る
。
各
段
は
式
文
・
伽
陀
・
音
楽
（
極
楽
聲
歌
・
楽

邦
歌
詠
）・
催
馬
楽
（
西
方
楽
）
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
式
文
・
伽
陀
の
後
に
、
音
楽  

極
楽
聲
歌
・
楽
邦
歌
詠
）
と
催
馬
楽
（
西
方
楽
）

が
付
い
て
い
る
こ
と
が
、
他
の
講
式
に
は
見
ら
れ
な
い
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
。

『
順
次
往
生
講
式
』
の
趣
旨
は
、『
無
量
寿
経
』
の
四
十
八
願
と
『
観
無
量
寿
経
』
の
十
六
想
観
に
従
っ
て
、
往
生
極
楽
浄
土
を
願
う
形

式
を
と
っ
て
い
る
。
関
口
静
雄
氏
も
解
説
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、『
順
次
往
生
講
式
』
の
中
に
は
「
た
だ
、
今
勤
修
す
る
と
こ
ろ

は
、
や
や
常
の
儀
に
異
な
り
、
た
だ
礼
賛
称
念
の
み
に
あ
ら
ず
。
兼
ね
て
は
妓
楽
歌
謡
を
も
っ
て
す
。
そ
の
尅
み
念
ふ
と
こ
ろ
、
由
緒
無

き
に
あ
ら
ず
。
当
時
に
は
律
呂
、
音
を
調
へ
て
暫
く
散
心
を
一
境
に
静
め
、
来
世
に
は
絲
竹
、
曲
を
翫
び
て
遍
く
供
養
を
十
方
に
施
さ
む
」

と
い
う
よ
う
に
、
管
絃
歌
舞
に
よ
っ
て
、
極
楽
浄
土
を
慕
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
想
が
流
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
『
順
次
往
生
講
式
』

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
曲
目
は
、「
慶
雲
楽
、
想
仏
恋
、
往
生
急
、
萬
歳
楽
、
倍
慮
、
太
平
楽
破
、
三
台
破
・
急
、
裹
頭
楽
、
甘
州
、
廻
忽
、

郎
君
子
、
五
聖
楽
破
、
同
急
、
蘇
合
急
」
で
あ
る
。
た
と
え
ば
正
脩
門
の
第
一
は
、
四
十
八
願
の
無
三
悪
趣
、
不
更
悪
童
、
皆
同
金
色
、

無
有
好
醜
と
、
十
六
想
観
の
日
想
観
と
水
想
観
を
描
い
た
段
で
あ
る
。
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
万
歳
楽
と
催
馬
楽
の
歌
詞
を
見
て
み
よ
う
。

次
に
音
楽　

万
歳
楽　

拍
子
廿

い
り
ひ
に
よ
せ
て
ぞ　

み
だ
を
お
も
ふ　

み
づ
に
こ
ゝ
ろ
の
す
み
つ
　ゝ

る
り
の
地
ぞ
こ
ひ
し
き　

む
か
へ
と
れ
み
だ
ぶ　

そ
れ
を

ぞ
わ
れ
ら
は　

ま
こ
と
に
ね
が
ふ
な
り　

い
か
で
か
み
だ
ほ
と
け
に
つ
か
へ
た
て
ま
つ
ら
む
と
ぞ
お
も
ふ　

半
帖　

か
な
ら
ず
み
ち

一
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び
け　

み
だ
ほ
と
け

次
に
催
馬
楽　

青
柳
の
音
に
准
ふ

ご
く
ら
く
は　

に
さ
う
観
に
よ
せ
て
や
お
も
へ　

そ
の
か
ざ
り
ま
で
た
み
づ
を
み
て
る
り
の
地
に
お
も
ひ
を
か
け
よ　

ふ
か
き
や
く

あ
り
や

こ
れ
は
一
例
で
あ
る
が
、
元
々
演
奏
さ
れ
、
歌
わ
れ
て
い
た
「
万
歳
楽
」
や
「
青
柳
」
に
、
水
想
観
や
日
想
観
を
歌
う
歌
詞
を
当
て
、
極

楽
往
生
を
願
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
経
典
の
か
わ
り
に
、
音
楽
で
以
て
仏
を
供
養
し
て
い
る
例
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、藤
原
孝
道
が
、息
子
孝
行
の
た
め
に
記
し
た
『
知
国
秘
鈔
』
に
は
、『
順
次
往
生
講
式
』
に
関
連
す
る
記
述
が
あ
り）

21
（

、注
目
さ
れ
る
。

な
か
こ
ろ
、
山
崎
に
浄
土
谷
に
、
た
う
と
き
聖
人
を
は
し
け
り
、
名
は
勝
□
聖
人
と
申
け
る
人
、
や
う
こ
つ
な
す
き
道
心
者
の
笛
吹
、

す
へ
て
管
絃
あ
い
し
す
き
人
に
を
は
し
け
り
、
順
次
往
生
講
試
と
て
、
七
段
の
試
に
、
楽
の
唱
歌
に
法
文
を
つ
く
り
、
催
馬
楽
こ
と

く
な
と
を
つ
く
り
を
き
給
へ
る
、
こ
の
こ
ろ
も
す
る
人
や
あ
る
ら
む
、
ち
か
こ
ろ
ま
て
は
、
天
王
寺
住
僧
な
と
も
、
そ
の
唱
歌
し
け

る
と
か
や
、
い
ま
は
い
と
す
る
人
な
し
、
あ
し
う
せ
は
か
た
は
ら
い
た
か
る
人
も
あ
り
ぬ
へ
し
、
さ
れ
と
せ
う
〳
〵
せ
し
事
、
又
こ

わ
ゝ
さ
に
は
つ
き
た
る
事
な
れ
は
、
せ
う
〳
〵
お
ほ
ゆ
る
を
し
る
し
を
く

こ
の
後
に
、
倍
慮
、
甘
州
、
廻
忽
、
皇
麞
急
、
三
台
急
、
郎
君
子
、
蘇
合
急
、
五
常
楽
急
、
以
上
八
曲
の
歌
詞
が
続
く
。
こ
の
記
述
か
ら
、

『
順
次
往
生
講
試
』
は
、『
知
国
秘
鈔
』
が
成
立
し
た
、
安
貞
三
（
一
二
二
九
）
年
に
は
、
最
近
ま
で
天
王
寺
で
歌
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は

歌
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
『
順
次
往
生
講
式
』
の
流
布
を
示
す
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。
孝
道
は
『
順
次
往

生
講
式
』
の
歌
詞
を
知
っ
て
お
り
、
子
息
に
残
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
琵
琶
西
流
の
孝
道
が
、
管
絃
歌
舞
を
以
て
往
生
を
願
う
『
順
次

往
生
講
式
』
に
つ
い
て
知
っ
て
お
り
、
子
孫
に
残
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
後
白
河
院
は
今
様
を
一
念
に
歌
う
こ
と
で
往
生
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
強
い
信
念
を
持
っ
て
お
り
、
今
様
が
経
典
の

役
割
を
果
た
し
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
順
次
往
生
講
式
』
に
は
、
管
絃
歌
舞
に
よ
っ
て
極
楽
浄
土
を
願
う
思
想
が
示
さ
れ
、
こ

ち
ら
も
管
絃
歌
舞
が
経
典
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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五　

む
す
び

『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
五
宿
執
・
四
九
八
「
全
舜
法
橋
臨
終
に
木
工
権
守
孝
道
を
招
き
て
万
秋
楽
序
を
聴
く
事
」
で
は
、
全
舜
が
臨
終

の
際
に
善
知
識
と
し
て
孝
道
を
呼
び
、
万
秋
楽
序
の
演
奏
を
依
頼
し
た
。
万
秋
楽
は
琵
琶
の
秘
曲
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
秘
曲
伝
授
の
記

録
も
残
さ
れ
、
ま
た
、
弥
勒
菩
薩
の
住
処
と
さ
れ
る
都
率
天
で
奏
で
ら
れ
て
い
る
曲
と
し
て
認
識
さ
れ
、
弥
勒
信
仰
と
関
わ
り
の
深
い
曲

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
、
万
秋
楽
の
音
楽
が
、
経
典
の
役
割
を
果
た
し
、
孝
道
が
善
知
識
と
な
り
、
全
舜
を
極
楽
に
引
導
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
。
そ
の
他
、『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
の
今
様
往
生
譚
や
、『
順
次
往
生
講
式
』
の
管
絃
歌
舞
を
以
て
往

生
を
願
う
思
想
を
確
認
し
、
平
安
時
代
中
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
、
今
様
や
管
絃
歌
舞
な
ど
が
経
典
の
役
割
を
果
た
し
た
可
能
性
を
指

摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
社
会
的
背
景
も
併
せ
て
考
察
す
る
と
、
全
舜
は
孝
道
に
万
秋
楽
を
演
奏
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
経
典
の
か
わ
り
と
し
、

都
率
天
へ
の
往
生
を
願
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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六
四
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大
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本
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書
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當
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麻
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。
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五
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な
お
、
漢
字
の
表
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を
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改
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。
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書
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二
六
七
頁
、
二
八
七
頁　

宮
内
庁
書
陵
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九
九
五
年
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四
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ま
た
、
全
舜
が
所
属
し
て
い
た
と
さ
れ
る
行
願
寺
に
つ
い
て
は
、
三
崎
義
泉
氏
の
『
革
堂
行
願
寺
そ
の
歴
史
と
信
仰
』  

革
堂
行
願

寺  

一
九
九
二
年
に
詳
し
い
。
ま
た
、『
教
訓
抄
』
巻
七
に
は
、「
一
条
ノ
青
侍
秋
盛
皮
堂
ノ
普
賢
講
ノ
伽
陀
笛
付
タ
リ
シ
功
徳
ニ
ヨ

リ
テ
、
其
夜
ノ
定
業
ノ
命
、
ハ
ル
カ
ニ
ノ
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リ
」（『
日
本
思
想
大
系
』
二
三　

一
三
〇
頁　

岩
波
書
店　

一
九
七
三
年
）
と
記
述

さ
れ
て
お
り
、
行
願
寺
の
講
に
お
い
て
、
音
楽
が
好
ま
れ
た
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
て
興
味
深
い
。

（7）
藤
原
孝
道
の
生
存
年
は
、『
日
本
人
名
辞
典
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を
参
照
し
た
。
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ledge.com
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五
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閲
覧
）

（8）
以
仁
王
の
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は
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。
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ledge.com

/lib/display/?lid=20020427fa0c077Q
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九
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五
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（9）
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弥
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―
万
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ら
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一
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年
三
月
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信
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わ
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か
ら
―
―
」『
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教
文
化
学
会
紀
要
』
二
七
号　

二
〇
一
九
年

一
月
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成
』
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六
五
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書
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九
八
九
年
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前
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八
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』
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波
書
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九
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掲 

（12）
四
七
～
四
八
頁
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岩
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釈
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五
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年
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典
全
集
』　

一
八
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思
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九
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九
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『
日
本
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典
文
学
全
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』
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一
五
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小
学
館　

一
九
七
一
年　

な
お
、「
兜
率
」「
都
率
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
引
用
し

た
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
た
。

一
五
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（11）
岩
佐
美
代
子
『
文
机
談
全
注
釈
』
二
九
〇
～
二
九
二
頁　

笠
間
書
院　

二
〇
〇
七
年

（11）
馬
場
光
子
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』　

二
九
九
～
三
〇
〇
頁　

講
談
社
学
術
文
庫　

二
〇
一
〇
年

（21）
本
稿
に
お
け
る
『
順
次
往
生
講
式
』
の
本
文
は
、「
順
次
往
生
講
式
」
講
式
研
究
会    

『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
第

一
二
号    

一
九
九
〇
年    

か
ら
引
用
し
た
。
ま
た
、
解
説
も
参
照
し
た
。

（21）
『
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成
』
三　

一
一
六
頁　

宮
内
庁
書
陵
部　

一
九
九
八
年

＊
本
稿
は
中
世
歌
謡
研
究
会
第
三
四
五
会
例
会
（
二
〇
一
九
年
九
月
二
八
日
）
に
お
い
て
『
古
今
著
聞
集
』
第
十
五
宿
執
四
八
五
話
輪

講
を
担
当
し
た
際
の
報
告
を
元
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
当
日
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
に
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

＊
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
（
基
盤C

）19K00140

の
成
果
の
一
部
で
す
。
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